
赤ちゃんの記憶

1 はじめに

こちらは、kokoronokagaku.fun.ac.jp の、赤ちゃんの記憶

に関するページをまとめた PDF です。

皆さんは、幼少の時の記憶をどのくらい思い出すことがで

きますか？きっと、誰しも 3 歳以前の記憶を思い出すことが

できないと思います。この 3 歳以前の記憶を思い出せないこ

とを幼児期健忘といい [1]、誰にでもある現象なのです。では、

私たちが思い出せない「赤ちゃんの時の記憶」は、どのように

して記憶されているのでしょうか？

ここでは、赤ちゃんの記憶はどのようになっているのかの

ほんの一部ですが、紹介していきたいと思います。年齢や時

期などは、すべての赤ちゃんに当てはまる訳ではありません。

一例として何かの参考になれば幸いです。

2 赤ちゃんの記憶のなぞ

2.1 赤ちゃんだって記憶する！

皆さんは、赤ちゃんの「記憶」について、考えてみたことは

ありませんか？冒頭のように、私たちは 3 歳くらいより前の

ことは鮮明に思い出すことはできません。もちろん、赤ちゃん

だったころ (ここでは 0 から 2 歳くらいとします) について、

その時自分がどんなことを覚えていたかというのは、想像する

か、アルバムを見返すことでしかわかりません。

では、赤ちゃんの時の記憶はどうなっているのでしょう。も

しかすると、私たちが赤ちゃんだった時の記憶を思い出すこと

ができないというのは、赤ちゃんの時に「記憶していない」か

らではないかと考える方もいらっしゃるかもしれません。し

かし、実際はちがいます。赤ちゃんは、その時に記憶していな

いわけではないのです。私たちは、たとえ数か月、何年たって

からでも思い出せる（＝保存して置ける）記憶があります。し

かし、赤ちゃんの記憶というのは、私たちとは違いあまり長く

保存しておくとができないのです。では、赤ちゃんの記憶はど

のくらいまで保存されているのでしょうか。

実際にロヴィ・コリアという方が行った実験があります。

～実験～

イラストのようなモビールというおもちゃが、ベビーベッ

ドの上に吊るされています。このモビールの端を赤ちゃんの

片足と結びます。すると、赤ちゃんはキックするとモビールが

動くので、喜んでキックをします。それから数日開けて同じよ

うにモビールと片足を結び付けたときに、赤ちゃんがどのくら

いの期間まで「同じような頻度でキックをするか」を調査しま

した。(一定の基準値を設け、そのベースラインよりもキック

行動をするかどうかを調べました。) これによって、どのくら

いの期間まで赤ちゃんが覚えていられるのかを調べられます。

結果は、年齢ごとに覚えていられる日数が変わることがわかり

ました。具体的には

• 2 か月児→約 1 から 3 日

• 3 か月児→約 7 日

• 6 か月児→約 14 日

（Rovee-Collier, 1997を太田＆多鹿, 2008から引用） [2]

このように、月齢が上がるにしたがってどんどん長い期間

覚えられるようになっていっているのです。つまり、赤ちゃん

の時にも短い期間ではありますが、ちゃんと記憶をしているの

です。

3 赤ちゃんと私たちの記憶の違いは？

3.1 「モノの永続性」ってなに？

皆さんは、モノの永続性という言葉をご存知でしょうか。例

えば、今目の前にリンゴがあり、それと私たちの間に衝立を置

いて見えなくしたとしましょう。 視界からリンゴはなくなり

ましたが、私たち大人は、その衝立の向こうにリンゴがあるこ

とはわかっています。このような、見えなくなってもそこに存

在していることを認識することを「モノの永続性 (対象の永続

性とも)」と言います。[2]

では、この「モノの永続性」は私たちと赤ちゃんで違いが

あるのでしょうか？例えば、空間関係の認識などは、私たち

大人の方が優れているような気がしますよね。実際に、「モノ

の永続性」に関して、このような考え方がありました。このモ

ノの永続性の認識が、赤ちゃんの頃にはまだ発達しておらず、

赤ちゃんにとっては視界からなくなったものは、「存在しなく

なった」とみなしているという考え方がです。[2] しかし、実

際には違います。赤ちゃんは、物の認識に関して「大人と同じ

ように、隠れてしまったものもあると認識している」というこ

とが分かったのです。

ベイヤールジョン、スペルキ、ワッサーマンという方々が実

際に行ったこのような実験があります。まず、衝立が 180 度

左右に、弧を描いて動く装置を用意します。被験者はこの正面



から装置を見ます。ですので、右図のように衝立が手前に倒れ

たり奥に倒れたりとぱたんぱたん動くようになっています。

この装置の動きを実際に５か月児に見せて、慣れさせます。

その後、衝立の裏側に箱を用意します。

衝立がぱたんぱたんと動いている途中に置くので、左側の

画像のように、この衝立は向こう側まで倒れることなく、途中

で止まってからこちら側に戻ってきます。これは自然に可能

なことで、「起こりうる現象」です。

それとは別に、「起こりえない現象」として、衝立の裏側に

箱を置いたにもかかわらずに衝立は止まることなく、向こう側

まで衝立が倒れる状態を用意します。その後、衝立は元の一

に戻り、完全にこちら側に倒れたときには、最初と同じように

箱が置いてあるという状況を作ります。本来であれば、最初

の「起こりうる現象」のように、途中で衝立は箱に邪魔される

ことで止まり、こちら側に倒れてくるはずですが、この実験で

は、向こう側に完全に倒れるというあり得ない現象が起こりま

す。箱がなくなったわけではなく、こちら側に衝立が戻ってき

たときには箱が現れるため、あり得ない現象となります。[4]

この二つの条件でそれぞれ実験を行うと、「起こりうる現象」

を見ていた赤ん坊よりも、「起こりえない現象」を見ていた赤

ん坊が衝立を長く見るという結果が得られましたこのことか

ら、赤ちゃんは「箱があるのに向こう側まで衝立がたおれてし

まうことは、起こりえない」ということを知っていると考えら

れるのです。（Baillargeon et al., 1985を Usha, 2003から引

用）[5] つまり、最初の説のように赤ちゃんは私たちとは物の

見方が違うということはなく、私たち大人同じように空間を認

識していると言えるでしょう。

4 おなかの中にいる時の記憶って？

4.1 お母さんの声

おなかの中にいる時、赤ちゃんにはどんな音が聞こえてい

るでしょう。きっと様々な音を聞いていると思いますが、お母

さんが誰かと話したり、赤ちゃんに話しかけたりする声も聞こ

えてるのではないでしょうか。このときお母さんが話しかけ

た声を、生まれてからも赤ちゃんは覚えているのでしょうか。

これについて実験した、デキャスパーとファイファーとい

う方がいます。少し特殊なおしゃぶりを用いて、赤ちゃんがお

母さんの声を覚えているのかについて実験しました

～実験～

「お母さんが物語を読んでいるテープ」と、「知らない女性が

物語を読んでいるテープ」の二種類を用意します。ある赤ちゃ

んには、おしゃぶりを吸う速さが一定の速度よりも早くなった

とき、赤ちゃんには「お母さんが物語を読んでいるテープ」が

聞こえるようにします。反対に、一定の速度よりも遅くなった

ときには、「知らない女性が物語を読んでいるテープ」を流し

ます。また、別の赤ちゃんの場合には、速度が遅い時に「お母

さん」、早い時に「知らない女性」のテープが流れるような逆

の手続きを取ります。（この一定の速度というのは、赤ちゃん

ごとにベースラインを定めています）

どの赤ちゃんも、早い段階でお母さんの声が聞こえる速度

で吸おうとします。つまり、お母さんの声の方が心地よいので

す。また、この速度を逆にしたとしても、多くの赤ちゃんがお

母さんの声が聞こえるように吸う速度を逆転させるのだそう

です。つまり、赤ちゃんはお母さんの声を心地よいと感じる＝

おなかの中にいたときに聞いた声の方に反応していることと

なるのです。

（Decasper ＆ Fifer, 1980 を Usha, 2003 から引用）[5]

4.2 おなかの中で聞いていた物語

赤ちゃんがおなかの中にいる時、お母さんの声を聴いてい

るというのはわかりました。では、何か読み聞かせ等を行った

としたら、その物語を赤ちゃんは覚えているのでしょうか？

これについてもこんな実験があります。実際に、デキャス

パーとスペンスという方が行った実験です。

～実験～

まず、妊娠七か月のお母さん方に協力してもらい、赤ちゃん

がおなかの中にいる時、同じ物語を読み聞かせます。その後、

先ほどのお母さんの声の実験と同じようなおしゃぶりを用い

て、「知っている物語を読むお母さんの声」と「知らない物語

を読むお母さんの声」が、吸う速度によって切り替わるよう

にします。また、「知っている物語を読む母親ではない女性の

声」と「知らない物語を読む母親ではない女性の声」が切り替

わる赤ちゃんのグループも用意します。すると、どちらの場合

も知っている物語が聞こえるようにおしゃぶりを吸うのです。

お母さんの声の時だけでなく、見知らぬ女性の声の時も同様の

ことを行うことから、赤ちゃんはおなかの中で聞いた物語に反

応しているということがわかります。

（DeCasper ＆ Spence, 1986 を Usha, 2003 から引用）[5]
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